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A one-chip microcomputer board (ArduinoUno) was connected to a Windows7-based personal
computer via USB. Temperature data from the heating element measurement unit sensor and the
temperature measuring resistor sensor of a kinetic viscosity monitoring system (Rheocatch
SVM-100; Snow Brand Milk Products Co., Ltd.) were collected on MicrosoftOffice Excel2007.
When the peak of the derivative spectrum of the temperature difference curve between the both sen-
sors was defined as gelatinization temperature, that of 3％ potato starch dispersion was determined
to be 66°C, which was identical to results by amylogaph.

































f1(n, l, b, a, u)＝f2(a, us, u∞) ………………………(2)
が得られる．
いま，液体中に設置した細線に一定の電流を流したとす
ると，細線の表面温度 us は発熱体の温度 uw と細線に流す
電流 i の，また，熱伝達率 a は，発熱体の温度 uw，液体
温度 u∞ と電流 i の関数であるので，(2)式は
f1(n, l, b, a, u)＝f2(uw, u∞, i) ………………………(3)
となるため，流速 u，温度 u∞ の流体中で垂直に固定され
た，たとえば白金線を，電流 i で通電加熱し，細線の温度















































回，ワンチップマイコンボード Arduino Uno を USB 経由
で Windows 7 PC（パーソナルコンピュータ）と接続し，
表計算ソフトウェアの Microsoft Office Excel 2007から
Arduino を制御して温度データを収集するシステムについ
て検討した．本システムでは，Arduino Uno と Windows
PC 間の通信は，木下隆氏がフリーのモジュールとして提
供している「EasyCom」を用いて行い12,13)，収集したデー









ト分解能で AD 変換を行った．今回，AD 変換の基準電圧
としては，Arduino Uno の内部基準電圧1.1 V を使用する
こととし，SVM-100からは 1°Cあたり0.01 V が出力され
ることから，1 digit あたり0.107°Cとなる（1.1 V/1024
digit×1°C/0.01 V＝0.107°C/digit）．
Arduino Uno のタイマー機能を使用して，3 秒間隔で
SVM-100からの出力電圧を取り込み，Arduino Uno 内で
アナログ電圧のデジタル化および温度値変換を行い，変換








1) Arduino Uno のプログラム











































J4 のセルには，Arduino Uno との通信条件を表示するよ
うにした．なお，Arduino Uno との通信に使用する COM
ポートは，任意に変更できるようにするため，J1 のセル
に COM ポート番号を入力するようにした．












測定中の経過時間は，A 列の 4 行目以降に，発熱体計
測部センサからの温度値（「Sensor A」）は B 列 4 行目以
降に，測温抵抗体センサからの温度値（「Sensor B」）は













































mL を200 mL 容積のビーカーに入れ，そのビーカーをウ
ォーターバス（アズワン EW-100）の中心部に置いた．
SV-100M の発熱体計測部センサと測温抵抗体センサは 1








































































ワンチップマイコンボード Arduino Uno と Windows 7
搭載パーソナルコンピュータを USB 経由で接続し，










01) O. Miyawaki, Y. Sato, T. Yano, K. Ito and Y. Saeki,
J. Food Sci., 55, 854 (1990)
02) T. Itoh, Y. Wada and T. Nakanishi, Agric. Biol.
Chem., 40, 1083 (1976)
03) 中浜信子，家政誌，17, 197 (1966)
04) 堀 友繁，センサ技術，7, 74 (1987)
05) 種谷真一，「やさしいレオロジー工学」，p222，工業
調査会（1990）










10) Massimo Banzi 著，船田 巧訳，「Arduino をはじめ
よう」，オイラリー・ジャパン（2011）
11) 藤本直明，神崎康宏他，「電脳 Arduino でちょっと
未来を作る」，CQ 出版（2011）
12) 堀 桂太郎監修，櫻木嘉典著，「Excel を用いた計測
制御入門」，電気書院（2010）
13) 木下隆 http://www.activecell.jp/
14) 卓上型プログラム温度調節器 TXN-700-B 取扱説明
書，アズワン
15) 久下 喬，化学と生物，26, 102 (1988)
16) E. クテツィグ著，北川源四郎・阿部寛治・田栗正章
訳，「数値解析」，培風館（1988）
17) 不破英次，小巻利章，檜作 進，貝沼圭二編集，「澱
粉科学の事典」，朝倉書店（2003）
